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◆例言 

 本冊子は，平成 30年（2018）5月 2日～7月 29日を会期として開催する石

岡市立ふるさと歴史館第 14回企画展に際して作成したものです。 

 展示及び本冊子の編集・執筆は，石岡市教育委員会 文化振興課（竹内智晴）

が行いました。 
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江戸の頃，日本の各地に藩校や寺子屋が設けられ，武士から庶民まで広く読み書きそろば

んや礼節など生活の基礎知識，時には漢学や国学など高度な思想を学びました。 

 今回のタイトル「学問手習之儀若年之子弟第一に可相励」は，「勉強第一，一所懸命取り組

みなさい」という意味です。常陸府中藩の記録，「御家御定書抜」には，藩士の義務として武芸

学問に励むこととあります。石岡でも江戸時代から教育が大事にされ，常陸府中藩が設置した

学問所や各地に作られた私塾で多くの人々が学びました。 

 今から 150年前の 1868年，明治元年を迎えた日本は近代国家として第一歩を踏み出します。

「廃藩置県」「地租改正」などと並び，「学制」によって教育も大きく改革されました。 

 改革の波は石岡にも押し寄せます。別々に発展した寺子屋や学問所から，統一された公立

学校へ。校舎や教科書など教育環境が一変しました。 

 江戸から明治への教育の変化を見ると，明治維新がいかに大きな変化だったのかがよくわかり

ます。今回の企画展では，江戸から明治にかけ，石岡の人々が使っていた教科書や学習道具

の展示を通して，石岡の明治維新を紹介します。 

学問手習之儀 

若年之子弟第一に可相励 
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御家御定書抜は，常陸府中藩に関連するお触れや家中の様子が記録されたもので，寛政

元年（1789）から弘化 4年（1847）までの藩政を知ることのできる貴重な史料です。 

文化元年 3 月に学問所を再興するお触れが出されています。19 世紀前半の文化・文政期

は，財政難に陥っていた常陸府中藩が藩政改革を行う時期です。学問所の再興は，藩政を立

て直せる人物を急ぎ育てるという藩政改革の第一歩でした。 

御家御定書抜 

（石岡小学校所蔵） 
 

 

御家御定書抜.文化元年（1804）3月 22日 
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この史料は県内の私塾に関して行われた調査によるもので，長峰塾で行われた教育内容を詳

細に知ることができます。 

教師は銀四郎 1 人，学費は受け取らず，年始などの束脩（贈答品）をもらう程度でした。経営

体系は一般的な郷村部の私塾だったといえます。 

しかし，教育内容は充実しています。上の史料でも主な教科書として 19 が挙げられています

が，長峰塾の蔵書が記録された「水西山荘長峰文庫記」には 320 種が記録されており，水戸学

の思想に基づき和漢の思想や医学など様々な学問が教えられました。 

徳川時代並ニ明治初年ノ 

私塾ニ関スル調査（個人蔵） 
 

 

徳川時代並ニ明治初年ノ私塾ニ関スル調査.昭和 15年 
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